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がん検診の現状 
 
1. はじめに 

日本人の死因第１位は「がん」です。 

本県でも，がんは昭和 58 年から死因の第１位となっており，令和５年の総死亡のう

ち，がんによる死亡者数は 5,161 人と全体の約 21％を占めています。 

また，国立がん研究センターによると，生涯のうち日本人の約２人に１人ががんに

かかると推計されています。 

 

2. がん検診とは 

がん検診の目的：早期発見・早期治療により，がんによる死亡を減少させること 

 

 ・ がん検診を受けるメリット 

  ○ 早期にがんを発見できる 

なぜ早期発見が必要か？ 

→ 早期発見・早期治療であるほどその後の生存率が高くなる傾向にあるため 

 【ステージ別の５年生存率（ネット・サバイバル）】 

（出典：がん診療連携拠点病院等 院内がん登録 2014-2015 年５年生存率集計）  

 

・ がん検診を受けるデメリット 

  ○ 判定・診断の結果が 100％正しいわけではないため，結果的に不必要な検査

を受けることになる可能性がある，検査自体が身体に負担がかかる など 
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3. 市町村におけるがん検診の対象者・内容（鹿児島県で推奨している対象年齢等） 

 

4. がん検診受診率 

  本県のがん検診の受診率は，10 年前と比較し，増加傾向にあるものの，依然として

目標値より低い値で推移しています。 

  本県では『鹿児島県がん対策推進計画』において，全てのがん検診受診率の目標を

「令和 11（2029）年度までに 60％」としていますが，達成は難しい現状にあります。 

 ※ 乳・子宮は過去２年                         （出典：国民生活基礎調査） 

 

男 女 目標値

2013年 2019年 2022年 2013年 2019年 2022年 2013年 2019年 2022年 2029年度

胃がん
（40～69歳） 40.7 40.8 40.6 45.9 46.9 46.6 36.1 35.1 34.8

大腸がん
（40～69歳） 36.3 43.0 44.0 38.9 46.5 47.0 33.8 39.8 40.9

肺がん
（40～69歳） 46.4 53.9 51.4 49.2 55.7 54.4 43.1 52.3 48.0

乳がん
（40～69歳） － － － － － － 47.4 48.5 49.8

子宮頸がん
（20～69歳） － － － － － － 44.2 44.3 47.5

60%

男女合計
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（参考）がん検診に関する県民アンケート結果（令和６年度 鹿児島県実施） 

1. がん検診を受けない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 健康診断を受けているので大丈夫だと思ったから 

  → 健康診断とがん検診は別物であるため，健康診断を受けただけではがん検診

を受けたことにはならない。 

 ・ 費用がかかるから 

  → 市町村のがん検診であれば，自治体が費用の一部を負担している（自分で受

けるよりも，費用が安くなることが多い）。※金額は市町村によって異なる。 

 ・ 心配なときは病院を受診できるから 

  → 早期発見のため，自覚症状（心配）のないうちから検診を受ける必要がある。 

 ・ 職場でがん検診がないから 

  → 会社や職場でがん検診がない場合は，市町村のがん検診を受けることができ

る。 


